
駒込・巣鴨の地域は江戸の西北の近郊に位置し、日光
御成道・中仙道に沿って町並みが発達。藤堂家下屋敷
や柳沢吉保別邸（六義園）などの大名屋敷もあった。
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十五代徳川慶喜が明治30年61歳の
時に駿府より上京、明治34年12月ま
で住んだ徳川家別邸跡。邸内には故郷
の水戸を模して梅が多数植えられ梅屋
敷とも称された。鉄道が通る事が決まっ
た時、その騒音を嫌い、明治34年に小
日向第六天町に移転する。

徳川慶喜梅屋敷跡

慈眼寺

染井霊園
ちはら町並み美術館

スタジオフォー

巣鴨4-14-10
☎03-5394-4170　月・火曜日定休　
館長の千原昭彦さんが全国の歴史的な
建物や町並みの絵を描き続けている。

かき氷工房 雪菓
巣鴨3-37-6
☎03-5980-9891
巣鴨で一番の行列店

元祖 塩大福みずの
巣鴨3-33-3
☎03-3910-4652
1937年創業の老舗大福屋

カフェ・ポート・グラスゴー
巣鴨1-6-6
☎03-6902-0818
スコットランドのアンティーク家
具に囲まれたカフェ。シェアオ
フィスRYOZAN PARK内にあ
り、会員以外も利用できます。
こまごめビールがおすすめ。

ときわ食堂
巣鴨3-14-20
豊富なメニューと定食が人
気の老舗名店。周辺の支店
にもいつも行列が絶えない。

巣鴨4-42-4　☎03-3918-5944
普段は音楽練習用貸しスタジオだが
落語会、ジャズライブなども開催。山
麓アトリエの鉄作品ギャラリーも。

江戸六地蔵のひとつ。
中山道を旅する人は道
中の無事を祈って必ず
参拝したと言われる。

“墓マイラー”
史上の人物や著名人の墓を巡って、故人の足跡
に思いをはせる“墓マイラー”にとっても巣鴨は
ポイントといえそうだ。
★染井霊園　二葉亭四迷、岡倉天心、安岡正篤
★本妙寺　遠山金四郎
★慈眼寺　谷崎潤一郎、芥川龍之介
★總禅寺　手塚 治虫

とげぬき地蔵尊の名で親しまれる。
巣鴨には明治24年（1891年）に移
転。洗い観音も現在はタワシではな
く布で洗うようになった。

☎03- 3917- 8223
高岩寺の隣にある相談所。生活の中
でちょっとした悩みの相談にのって
くれる。

庚申塚駅
商店街を抜け、やがて都電荒
川線の庚申塚停留所に突き当
たる。上屋、ガス灯風の照明な
ど昭和30年代をイメージした
というレトロな雰囲気である。

関八州全図も彫ら
れているので一見
の価値がある。

駒込5-4-24
☎03-5907-5566
ソメイヨシノの発祥の地
に湧出した天然温泉。約
1000万年前の地層から
の湯は、天然のミネラル
いっぱい。美人の湯のひと
つらしい。巣鴨駅正面口か
ら無料送迎バスも運行。

★

 SAKURA

とげぬき生活館相談案内
（高岩寺が主催）　

巣鴨3-28-7 ☎03-3918-5547
花梨は中国では2000年前から漢方薬として用いら
れたという。生のカリンが並ぶ店
頭は巣鴨ならではの風景。1970
年頃からカリンの加工を手掛けて
いる。ドライカリンをはじめ蜂蜜漬
け、ジュース、珍しいワインや焼
酎も。肌がしっとりするという化
粧水も人気。

巣鴨名物　カリン　松岸商店

染井吉野の碑 

2023年4月1日で
開業120周年を迎えた
巣鴨駅

染井通り

巣鴨４丁目
信号

交番

まだまだ気になるスポット
●喜福堂　あんぱん
●宮下湯

もと伊勢国津藩藤堂和泉守家の屋敷の
一部であったのが、寛政１０年（1798）
頃、医者・本草学者の渋江長伯が管理す
る薬園だった。また、巣鴨薬園は別名綿
羊屋敷ともいわれ羊が飼育されていた。

巣鴨薬園跡

★
すがもんの
おしり

巣鴨地域文化創造館
（中山道待夢）

巣鴨郵便局
〒

眞性寺

◀︎至　池袋

至　上野▶︎

山手線

JR巣鴨駅

猿田彦大神
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本妙寺
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西武池袋本店×とっぴぃ「てくてく散歩」コラボMAP

※「とっぴぃ・豊島の選択」は豊島区をもっと好きになる情報誌。2011年に創刊、隔月刊で定期購読者に頒布しています。http://t-sentaku.com/
※MAP制作協力…「こまごめ通信」komagome-tsushin.com／「としまらいふ」 https://www.elitz-ikebukuro.jp／ダーヤス「#としまち巡り」Twitter:@niponipo80

豊島
青果市場

◀︎至　東池袋

旧中仙道と折戸通りの交差地に
位置。｢江戸名所図会｣には中山
道板橋宿に入る前の立場（休憩
所）として描かれている。そこの茶
店で、藤の花をきれいに咲かせて
いたのが評判で花の頃には小林
一茶も訪れ「｢ふじだなに　寝て
見ても　またお江戸かな｣と一句。


